
1 

 

令和６年２月定例教育委員会 

 

開催日時  令和６年２月７日（水）午前１１時～午後１２時３０分、午後１時２０分～午後２時２０分 

開催場所  教育委員室（鳥取県庁第２庁舎５階） 

 

 

１  開  会 

○足羽教育長 

 それでは、みなさま、おはようございます。ただいまから令和６年２月の定例教育委員会を開会いたします。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

２  日程説明 

○足羽教育長 

 それでは最初に教育総務課長から本日の日程説明をお願いいたします。 

 

○谷口教育総務課長 

 本日は議案２件、報告事項３件の合計５件となります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

３  一般報告（足羽教育長） 

 それでは私のほうから一般報告をさせていただきます。お手元の資料をご覧いただければと思います。まず、

資料には記載しておりませんが、能登半島地震から１ヶ月余りが経過いたしました。なかなか復旧も進まない

という状況が毎日の報道でも感じられるところではございますが、ようやく昨日、すべての小中学校で授業が

再開されたという報告もあったところでございます。被害の大きかった輪島市あるいは珠洲市中学生が南より

の白山市のほうに避難をされて授業を再開されている状況もご承知のことと思いますが、ようやく文科省を通

じて、被災地のほうから教員が足りないということで、支援の要請が１月の下旬にあったところでございます。

教科指導をする先生方の派遣ですとか、その生徒たちが寝泊りをしている宿舎となっている大山青年の家のよ

うな施設があるんですが、そこの夜間の対応だとか、養護教諭だとか、何点かの要請があったところでござい

ます。全国の教育長会でも、その派遣について協力をするという方向性を示しており、本県でも夜間の指導に

当たる教員といいますか、事務局職員を派遣することといたしております。３交代になるんですが、夜間、な

にか子どもたちにあった場合の対応ですとか、連絡調整といったことに当たってほしいということで、なかな

か学校現場の先生方を派遣するわけにはいきませんので、年度末の忙しい時期ではございますが、事務局職員

の中から、小中学校課、東部教育局、中部教育局から３名を派遣することとしております。第１クールから第

９クールまでが予定されており、鳥取県は後半第８クール２月２３日からの予定になっておりますが、そこに

３名の職員を派遣して、子どもたちの対応に当たっていくこととしております。長期間にたぶんなることとは

思うんですけど、鳥取の子どもたちと同様に被災地の子どもたちの学び、また命と健康を守れるように尽力を

して参りたいと思っております。ご承知おきいただければと思います。 

 それでは資料に基づきまして簡単に報告をさせていただきますが、１月の１８日、これも４年ぶりに全国の

高体連研究大会が本県で開催されました。今中学校で進んでおります部活動の地域移行について、鳥取から発
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信するというふうに鳥取の取組等も紹介しながら、全国の高体連の皆様方が意見交換をされたところでござい

ます。高体連ですので高校の先生方ですが、この地域移行がいつの日か高校へも及んでくるということが想定

されますので、この中学校部活動の地域移行の状況をしっかりと把握しながら、今後の取組を検討されたとい

うふうに伺っております。 

 ２３日には、これは文科省主催でございましたが、全国の教育長会議が開催されました。全国的な教員不足

について、文科大臣から直接取組の方向性やお願いを受けたところでございますが、国のほうからはこれとい

って、新たな施策・取組ということは示されることはございませんでしたので、地道に教員不足解消に向けた

取組を本県でも進めていくことが必要かなと思っております。 

 翌２４日、資料にはございませんが、ご存じのとおり県内が大雪に見舞われ、大雪警報で多くの学校が休校

となりました。大きな被害は学校関係はなかったようでございますが、交通機関の乱れ等、県内の生活に大き

く影響を及ぼしました。その影響が翌２５日、山陰教師コンソーシアム、島根大学を中心とした島根県教委と

本県教育委員会との会議が予定されておりました。本来は松江市で開催予定でしたが、松江市も当日は３０セ

ンチ程度の雪があったということで、急遽オンライン会議に切り換えて先程申したような教員養成に向けた

様々な課題について、情報共有をしっかり図ったところでございます。 

 翌２６日、これも資料にはございませんが、お手元にＣＳと地域学校協働活動プロジェクトチームという青

色のカラーがかかった３枚どめの資料があると思います。事務局内の若手が独自にワーキンググループをつく

りまして、課を越えて様々な教育課題に対して、それぞれの立場や考えを自由にディスカッションしながら、

そして政策立案に繋げていく、本県教育委員会でもこうした取組を知事部局と同様に行ったところでございま

す。その第１回目のテーマとしては、全校で進んでおりますコミュニティスクールと地域学校協働活動、これ

をいかに回していくか、効率的に動かしていくかという点について課をまたいだその各メンバーが意見交換を

して、最後のほうに提案というかたちで、まとめていただいておりますが、いかに地域の方々にそれぞれ理解

していただくのか、あるいはどういうふうに教職員が一貫して働き方改革等に繋げていくか、といったような

こと、そして最後のページに予算要求に向けた取組に繋げる。そういうふうなワーキングもスタートさせたと

ころであり、これを手始めに自由に議論をしていく場として、様々な考えを吸収しながら教育施策に生かす取

組も進めて参りたいと思っていますので、また後でけっこうですので、読んでやっていただければ幸いでござ

います。 

  

２９日から３０日と全国でこれは対面で、教育長連合会総会がございました。総合教育政策局や文科省の初等

中等教育局長の説明、令和６年度の当初予算等についての説明や不登校、部活動の地域移行等様々な直近の課

題について意見交換がなされました。 

 そして２月２日になりますが、市町村の教育委員研修会が倉吉体育文化会館で開催されました。市町村の教

育長さんと各教育委員さん方が一同に会されて、部活動の地域移行、地域学校の協働、いじめ不登校対策、そ

して特別支援教育という４分科会に分かれて、県教育委員会の関係課が出席しながら、情報共有、意見交換を

させていただいたところでございます。この会の冒頭で私も挨拶をし、子どもたちの様々な課題は１９市町村

の連携なくして解消はないこと、ぜひそういう意味で各教育委員さん方の忌憚のないご意見やそれぞれの立場

でのご質問をいただきたいということをお願いをしたところでございます。 

その翌日、２月３日の土曜日に、ふるさとキャリア教育フェスティバルを初開催をさせていただきました。

夏に行った企業の親子体験ツアーに参加された子どもさん方の報告会ですとか、今日また後程見ていただこう

と思っていますが、ふるさとを３０秒にまとめたＣＭコンテストを開催をいたしました。その優秀作品の表彰
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式等を行ったところであり、ふるさと企業として協賛いただいている６社、大江の郷とか、三光さんですとか、

そういった企業の方も参加いただきながら、非常に充実した温かいフェスティバルを催すことができました。

ぜひこのふるさとキャリアの風をもっともっと大きく強く吹かせていくように取組を進めて参りたいと思って

おります。 

 昨日、手話パフォーマンス甲子園実行委員会があり、林次長に代理出席をお願いをいたしました。１０周年

を迎えた手話パフォーマンス甲子園が、次の周年に向けて、また新たな発信となるような様々な取組が議論さ

れたというふうに伺っております。また今後の取組に期待をしたいところでございます。 

 一般報告は以上となります。 

 

 

４  議事 

○足羽教育長 

 それでは続いて議事に入りたいと思います。本日の議事録署名委員は、中島委員と鱸委員にお願いします。

よろしくお願いします。 

 それでは林次長から議案の概要説明をお願いします。 

 

○林次長 

 本日は議案２件でございます。議案第１号につきましては、県立博物館協議会委員の任命についてでござい

ます。こちらについては、令和６年３月３１日で、現委員の任期が満了いたしますので、新たな委員を任命を

お願いするものでございます。 

 議案第２号、令和６年度鳥取県公立小・中・義務教育・特別支援学校学級編制基準についてでございます。

こちらにつきましては、公立義務教育諸学校の学級編制基準は法律に基づいて、県の教育委員会が定めること

とされておりますので、令和６年度分の基準について定めようとするものでございます。ご審議のほどよろし

くお願いいたします。 

 

 

【第１号議案】 鳥取県立博物館協議会委員の任命について（非公開） 

○足羽教育長 

 それでは、第１号議案から審議に入りたいと思います。第１号議案は人事に関する案件ですので、非公開で

行うことといたしますが、よろしいでしょうか。（同意の声。）ありがとうございます。それでは準備が整いま

すまで、お待ちください。 

 それでは議案第１号について、担当課長から説明をお願いいたします。 

 

 

【議案第２号】 令和６年度鳥取県公立小・中・義務教育・特別支援学校の学級編制基準について 

○足羽教育長 

 それではただ今より公開としたいと思います。議案第２号について、担当課長から説明をお願いします。 

 

○長尾教育人材開発課長 
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 教育人材開発課でございます。よろしくお願いいたします。議案第２号、令和６年度鳥取県公立小・中・義

務教育・特別支援学校の学級編制基準につきまして議決を求めます。 

 お手元の資料１頁をご覧ください。来年度の学級編制基準ですが、国の法令に基づきまして、小学校・中学

校・義務教育学校につきましては、県教育委員会が国の法令の標準に基づきまして、採択すると記載されてい

ます。合わせまして特別支援学校につきましても、同じく再編がございます。近年国のほうが少人数学級とい

うことで３５人学級を年次的に進めてきております。鳥取県の場合は既に３５人学級でございまして、３０人

学級を国に合わせて進めております。その関係で、まず学級編制基準の小学校及び義務教育学校の全課程の部

分でございますけれども、単式学級は３０人学級という学級編制基準が１から５学年というふうに１学年上が

りました。それに伴いまして３５人学級は６学年のみというようにここが５・６年から６年というふうに１学

年減っております。あとは変更点等はございません。従前どおりでございます。なお、令和３年１１月の議案

にございました県立夜間中学設置方針で既に議決をいただいておりますとおり、夜間中学につきましては１学

級を１０名程度ということは既に決定しておりますので、その上で欄外のほうの県立中学校につきましては１

学年１０名程度とするというような学級編制基準を入れております。加えまして大きな２番に県議会におきま

す令和６年度当初予算の計上をもって決するというふうにしております。変更点は以上でございます。なお、

２頁につきましてこれは参考資料でございますけれども、議決をいただきますと、各市町村及び特別支援学校

のほうにこの学級編制基準を送ります。 

 

○足羽教育長 

 公立小・中・義務教育・特別支援学校学級編制基準についての毎年の提案でございます。ご質問等があれば

お願いいたします。 

 

○鱸委員 

 ちょっとお伺いしたいんですけども、昨今、障がい別によって、対象の子どもが非常に少なくなっている、

障がい内容の数が少なくなっているという傾向が今後も続くという、とくに肢体不自由のほうはかなり少なく

なってくるんじゃないかなあと、重症化は進むにしても、いわゆる単一の肢体不自由というのは今でもすごく

少ない。そういう中で、均一に特別支援学校の括りの中で単一学級５人という形にした場合に、今後特別支援

学校の在り方をどうすべきかと、今後の影響に響くようなことは、施設をどうこうするといったときに、学級

の定員数が現実と食い違ってくる可能性があるんじゃないかなとちょっと心配するんですが、その辺はどうで

すか？ 

 

○足羽教育長 

特別支援教育課をちょっと呼んでください。 

 

○鱸委員 

 それから視覚も少なくなってきているんじゃないでしょうか。それでインクルーシブな特別支援学校という

提案、全国的にはそういう動きもあるように思うので、そういった場合に将来を考えたときに、この定員数と

いうところを障がい別に、現実の生徒数に合わせるということが必要になってくるんじゃないかなと思ったり

するので、お聞きしたんです。 
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○足羽教育長 

 特別支援課長が来るまでですが、私のほうから、先程一般報告でもちょっと触れましたが、先日の全国教育

長会の中でも、特別支援教育の今後の在り方について、とくに今鱸委員のほうからありましたインクルーシブ

教育の推進ということで、全国でのモデル地域・モデル学校の報告があったところでございます。世界のほう

からも指摘をされた日本の動きではございますが、国のほうもインクルーシブ教育というこの形をどんどん推

進していくという視点ではなくて、子どもたちの学びにふさわしい場所はどこなのか、それが特別支援学校な

のか、共同の空間なのかという、やはりこれは子どもたちの状況をしっかり見極めながら、やっていくんだと

いう考え方が説明をされたところであって、その編制基準等についても、どんどんインクルーシブ教育を進め

るのであれば、この特別支援学校の定数の在り方、これをどんどん改善するというような方向は現状では一切

示されなかったところであります。本県でもご指摘のような肢体の子どもさんや、また、盲学校あるいは聾学

校の子どもさんがどんどん生徒数が減っている中で、ただこのままの現状の学校のままでいいのかは、特別支

援教育の今後の在り方ということで、策定した計画をもとに、検討を進めていくというふうな状況にございま

すので、その辺り特別支援教育課のほうからちょっと現状を報告させたいと思います。国の状況はこのような

状況でございました。 

 

○鱸委員 

 いま実際に障がい種別によって、入学してくる子どもさんの数が、肢体なんかすごく減っていますし、盲・

聾も減ってきているし、そういう中で特別支援学校の在り方というのは今鳥取県の中でも議論されているとこ

ろだろうと思うんですが、今教育長がおっしゃったように、日本の国の中でもインクルーシブな教育の形とい

う中で、いわゆる学ぶ場所は別にして、そういう流れはあるとおっしゃったんですけども、実際に今後定員と

いうことを考えたときに、ここに今議論している特別支援学級の幼稚部が単一が５人とか、３人とかいう形を

今後続けていくと、実際の数と乖離するんじゃないかなという気がするんですが、その辺の数合わせのほうは

大丈夫でしょうか。 

 

○長尾課長 

 まず学級編制基準は、表現を変えるんであれば、上限という意味ですので、例えば５人にならないと学級が

つかないというわけではございませんので、二人であっても１学級として当然それは成立いたしますので、あ

くまで上限ということでございます。 

 

○鱸委員 

 それはわかっているんですけども、この数をそのまま今後も子どもたちが少ない中で、ずっとこれ続けてい

くと、多いときもあるでしょうし、だけど上限というのは実際の数に合わせて訂正していったほうが、現実の

対策も取りやすいんではないかという気持ちで。そうじゃない、定数の考え方は、そういうもんじゃないとい

うことで、問題ありませんというのであれば、それはそれでいいと思うんですが、私が危惧している点におい

ては、特に大きな問題はないんでしょうか。この定員数を一定にしておくということに対しては、どうでしょ

う。 

 

○林次長 

 そこのところは、基本が県では定めるとなっていますが、もともとが法律で国庫負担との関係がありますの
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で、基本の基準の今の概ね６なり３なりという、ものによってはうちの県は特別支援学級８を７にしてますけ

ど、そういう部分というのは、基本持ち出しとして単県措置で対応するような部分があるので、上限としての

基準はやはり国の法律に基づいた数をベースに考えていくということが基本かなと。 

 

○鱸委員 

 わかりました。 

 

○林次長 

 ただ、先生がおっしゃっているとおり、生徒の数に応じて特別支援教育なり特別支援学校をどうしていくの

か、ほんとに一人の生徒で、教職員数の問題もありますけど、生徒自身の学びの場として、一人に３人の先生

だけの形が９年間続く学校の在り方でいいのかというようなところについては、特別支援学校をどういう形に

していくのか。 

 

○鱸委員 

 ただ、この数を単に数として、現場がそういうことも考えながら、この定数をずっと見ておいてほしいなと

いう気がして言わせていただきました。 

 

○林次長 

 わかりました。お気持ちの部分の生徒なり学校の在り方としての部分というのは、やはり、増えているほう

をどうしていくかと、逆に少なくなっている学校をどうしていくのか、子どもにとってより良い学校の環境と

いうのについては、何年かかけて検討していますので、その部分はまた委員の皆様とも意見交換の場を、ある

程度整理がつきましたら提案させていただければと思っております。 

 

○足羽教育長 

 はい、ありがとうございます。そのほかいかがでしょうか。 

 

○中島委員 

 テクニカルな質問なんですけど、これでこの基準になったとき、来年度教員の配置が減るという学校も当然

出てくるということになるんですか。学級数がそれによって。 

 

○長尾課長 

 その学年に何人いるかということになりますが、あまり変らない。 

 

○林次長 

 本来なら、今までだと３５人が３０人ということによって、３５人だったクラスが同じだけの数であれば、

当然学級数が増えるんですが、今の課長が言っているように、子どもの数の減りと学級の基準の相殺状態であ

まり実質的にはあまり変らないというのがどうも現実的なところで、場合によっては、一度上がっても学年が

下のほうにいけば少なくなっていますので、３０人にしても結果的には１クラスなり、クラスが増えない状況

の学年が多くなっていって、全体としては同じぐらい。 
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○長尾課長 

 ３０人学級にしましても、そもそも町中ではそれ未満の生徒数ですから、効果は変わらない。 

 

○足羽教育長 

 そのほかいかがでしょうか。松本委員さん、なにかございますか。 

 

○松本委員 

 とくに意見はないです。だいたいお話を聞いていて理解できました。 

 

○足羽教育長 

ありがとうございます。鱸委員から、いただいたご意見は本当に大事なことで、子どもたちの実態に合わせ

た学びの環境づくりという点が、この固定された数字で本当にいいのかどうか、これはその都度考えながら進

めなければいけない大切な視点だと思っています。これは義務教育学校・特別支援学校ですが、高校の通級の

在り方等についても、なかなか必要とされているのに、そこまでの環境整備ができないという現状があること、

その辺りにもこれは特別支援教育の視点で見れば、派生していくでしょうし、また重複障がいの子どもさんが

増えていることを鑑みたときに、ではこの数でほんとに大丈夫なんだろうかという新たな視点も必要になるか

なあということが一方ではあろうと思います。そうした現場の困り感といいますか、実態にしっかり目を向け

ながら、今後の特別支援学校の在り方、あるいは特別支援教室の在り方、これを考えていく必要があると思っ

ております。それでは、とくにご意見がないようでしたら、第２号議案につきましても、原案のとおり承認さ

せていただいてよろしいでしょうか。（同意の声。）ありがとうございました。 

 

 

４  報告事項 

【報告事項ア】 ふるさとキャリア教育フェスティバル開催について 

○足羽教育長 

それでは続きまして報告事項に移ります。今回冒頭の一般報告で説明しましたふるさとキャリア教育フェス

ティバルについて、報告をさせていただきたいと思います。担当課長よろしくお願いします。 

  

○下田参事監兼小中学校課長 

 失礼します。では、ふるさとキャリア教育フェスティバルの開催ということで、報告したいと思います。資

料の１頁をご覧ください。合わせまして今配っていただいたんですが、ミニサイズのカラーのものは、当日参

加者の方に配ったプログラムでございます。 

それでは、２月３日の土曜日の午後、半日、ふるさとキャリア教育フェスティバルを開催いたしました。倉吉

未来中心で行ったんですが、それにつきましては、ふるさとキャリア教育は鳥取県の教育計画の基軸として教

育委員会全体として取り組んでいるものなんですが、それぞれ各課が取り組んでいることにつきまして、子ど

もたち等の成果をアウトプットする場の機会をということで、今回初めてフェスティバルという形でさせてい

ただいたものでございます。小中学校課におきましては、前の定例教育委員会等でも報告させていただいたん

ですが、夏に行いました親子で体験ツアーであるとか、それから１月に行いましたＣＭコンテスト等を県民の
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ほうにも広げて、そしてそこで学んだ子どもたち等の思いを共有して広げたいというような思いがありまして、

この会の開催に至りました。 

 参加者としましては、こちらが想定した以上にたくさんの県民の方の来場がありました。そこの３番に書い

てありますように、約２百名ということで、児童生徒が５０名以上、保護者も５０名以上こられましたので、

児童生徒とでも合わせて１００人以上というようなこと、県民の方もかなり来ていただきまして、２００名と

いうことを挙げていますが、あとで説明しますが、１階のアトリウムでいろんな展示をしておりまして、そこ

にもかなり来ていただいていますので、実際には２００名以上の方がご来場いただいたということになろうか

と思います。 

 それでは４番のセミナールームで行いました会のことについて簡単にご説明いたします。開会式の後に、親

子のお仕事体験ツアーの大会等による学びの生活紹介を行いました。これは夏休みの７月３１日・８月１日・

２日の３日間、東・中・西部でそれぞれ親子約１５組ずつを対象としまして行ったものでございます。各圏域

の企業さん２社ずつ、計６社にお世話になって行ったものですが、参型者には成果物として、学びをまとめた

ものを提出していただきました。その中から推薦しまして、東部・中部・西部で一組ずつ児童に発表してもら

ったというものです。西部につきましては兄弟で参加していたということもありましたので、６年のお姉さん

と４年の弟と一緒に発表したというものです。それぞれがプレゼンの形式にまとめたり、新聞の形式にまとめ

たりしたものを堂々と発表しまして、会場からほんとに絶賛というおどろきの声が上がっていました。中学生

もたくさん会場にいましたので、中学生が小学生の子の発表におどろいてしっかり見てもらっていたなという

ことがありました。 

 それでは次のページをお開きください。２ページ目です。パネルディスカッションでは、６社の企業から７

名が来てくださいましたので、７名のパネラーの方をお迎えしまして、ふるさと鳥取の魅力ある企業に働く思

いについて話をしていただきました。企業の紹介だけでなく、働きがい・やりがい、ふるさと鳥取で働く思い

等について話していただいたんですが、その中で鳥取には何もないんではなく、鳥取にしかないもの、この地

でしかできないことを発信して、鳥取の素晴らしさ・魅力をもっと多くの人に知ってもらって、鳥取を元気に

したいというようなそういった思いが溢れる皆さんの話に会場もほんとうにしっかり聞いていただきました。

パネリストの方の中に半分以上が２０代３０代の方でして、その若い方たちの鳥取に対する思いというのも、

中学生・小学生・高校生にも聞いてもらえたなと思っています。 

 ３頁をお願いします。次に行われましたのが、ふるさとキャリア教育のＣＭコンテスト、今年度初めて行っ

たものですが、これは小学校・中学校・高等学校の部と３部門設けて、それぞれＣＭの大賞１展、ＣＭ賞が２

展、そして奨励賞が３展ということで計１８展を選びました。これにつきましては三次審査まで行いまして、

１月１１日に審査委員長の小林さまのほうに来ていただきまして行ったものでございます。全展１２０作品あ

りました。３０秒という中にそれぞれ自分たちのふるさとの良さ、そして自分たちの思い等を込めてというこ

とでしたので、子どもたちほんとにしっかりと工夫して取り組んだ作品が大変多くございまして、大賞の作品

について印象深かったという声もいただきました。これにつきましてもアトリウムで１８作品だけではなくて、

１２０作品すべて流しっ放しにしてみましたので、ずっと見てくださる方もいらっしゃったというものでござ

いました。参加した子どもたちの中にもこういった形で認めてもらえたこともほんとに嬉しいといった声もい

ただいております。とくに日野校区のお子さんは、東京から来たお子さんでして、「これは第二のふるさとだ」

という声も聞かせていただいたことでした。このＣＭについては、２月３日に県教育委員会のホームページに

アップさせていただいております。誰もが見える形にしております。 

 ４頁お開きください。１階の広いアトリウムで、幾つかの展示を行いました。４種類の展示をさせていただ



9 

 

いたんですが、展示コーナーを見れば、親子の仕事体験ツアーに参加したほぼ全員に近い子どもたちの作品す

べてを展示させていただきましたし、６社の協力いただきました企業のブースも設けまして、そのうち２社は

お仕事体験ということで、体験コーナーも設けておりまして、ここは小学生や中学生の体験向きで賑わってい

ました。参加者の感想の中にも、こんな機会があるんだということにとてもおどろいたということ、それから

５番のフェスティバル全体にかかる感想につきましても、保護者の方等から、自分のこれまでの鳥取に対する

思いとか県内の企業に対する思いに変化がありましたということ、それからこういった取組について、全国的

に発信をし、そしてたくさんの人たちに鳥取の魅力を共有できるイベントをぜひやってほしいというような声

もいただいております。 

 最後に今後の取組としまして、広く県民に、さらに鳥取の魅力とか良さを広げる機会を設けてさらなる周知

を図っていきたいと思っておりまして、そのフェスティバルの様子について、作品とともに発信をしたり、こ

の視聴作品を、今後各地で開催するイベントや研修会の際に上映紹介したいと思っておりまして、早速２月２

０日の東部教育局社会教育の会では流させていただくということにしております。以上でございます。 

 

○足羽教育長 

 ありがとうございました。冒頭の一般報告でも紹介をさせていただきましたが、非常に中身の濃い充実した

フェスティバルになったように思います。委員の皆様方のほうから何かご質問等があればお願いします。 

 

○鱸委員 

 将来鳥取に残る子どもさんあるいは外部から鳥取を応援してくれる子どもさんの気持ちの成長というか、ふ

るさとキャリア教育についての教育というのは非常にこのフェスティバル通じて良かったと思います。ただこ

のフェスティバルを教育委員会だけでとどめても広がりが出ないので、ぜひ知事部局の担当部局のほうにも、

これを毎年続けるのであれば、応援していただいて、知事部局と一緒にやっていくという取組が大事なんじゃ

ないかなと、聞いてて思いました。その辺については参加者の中に知事部局のどういう部所からの参加があっ

たか、なかったか、その辺についてちょっとお伺いしたいんですが。 

 

○下田課長 

 知事部局からというのは、把握はできておりません。ただちょっと同じときに重なってしまったんですが、

この次の日の４日の日に、県民フェスというのをとりぎん文化会館のほうでしておられて、その中でこのＣＭ

コンテストで表彰された作品についての紹介をしていただくというような形で展示をさせていただいておりま

すので、いま鱸委員さんからいただいたご意見、参考にいたしまして今後も連携を深めていきたいと思います。

ありがとうございました。 

 

○松本委員 

 すばらしい取組で、ほんとに感動して聞かせていただきました。正直こういうフェスティバルをされるとい

うのを知らなかったので、良い取組だとつくづく感心して聞かせていただいたところです。ふるさとキャリア

教育に随分と力を入れて取り組んでおられるということだけは以前から聞いておりましたんですけれど、具体

的にこういう企画のことはあまり知りませんでした。実は本学の県内の学生に聞いても、知らないということ

を入れて、鳥取にはなにもないというような言動は本学だけではないんですけども、ちょこちょこ聞いたりし

ますので、小さいときから、県内も自分の将来に繋がるような、あるいは具体的な労働観というか、仕事とい



10 

 

うことに結びつけて考えられるような機会というのはいろんな形で、やらないといけないなというのは感じて

おりました。実は私どもの法人のほうでもそれを強く感じてて、本学の場合看護大学と短大というようなこと

で、わりと仕事に直結した内容を学ぶところでありますので、この際、中学生を対象に鳥取県でこういう学び

ができる、それがこういうお仕事に繋がっていくんだというようなところを知ってもらいたいなあということ

で、３月に中学生対象のオープンキャンパスをさせていただくことにしておりまして、中学生にとってちらっ

と面白みだとか発見だとか、そういうことに繋がる企画にしたいなと今準備中なんですけども、そのようなこ

とでこうしたフェスティバルや、いろんなところがそれぞれの特徴を生かして県内の若者や子どもさんたちに、

鳥取県をいろんな角度から知ってもらうということを協力してやっていきたいなということをつくづく感じま

した。 

 

○足羽教育長 

 ありがとうございます。 

 

○中島委員 

 私もおもしろい取組だなと思いました。それで改めて確認なんですけど、この配布された一番下のところに、

「鳥取県ではふるさとキャリア教育を推進しています」というのがあって、これはおそらく一番大事なメッセ

ージだろうなと思うんですよね。その中で「ふるさと教育の視点を踏まえたキャリア教育を充実し」というの

が、これはおそらくあんまりわかんない、実質的にはあまりわからない内容になっているだろうなと思うんで

すけど、これ改めて参事監から教えてもらってもいいですか。「ふるさと教育はふるさとを知る」でいいんです

か。 

 

○下田課長 

 ふるさと教育は各学校で、授業とか、社会科とか総合的な学習時間等でふるさとについてのことを知って勉

強したりするようなことは様々に行われてきている、今でもされていることなんですが、ただそこにキャリア

教育ということで、自分の生き方、将来生きていく中で、この鳥取で今生きていくことであったり、鳥取で育

まれた地域に対する思いであるとかが、これからの自分の人生を支えていくというか、そういったようなキャ

リア教育のことをふるさととっとりのことと繋げて考えていく。それはふるさとキャリア教育であるというよ

うなことで、考えさせていただいているものです。 

 

○中島委員 

 はい、ですので、おそらくここが、ふるさと教育の視点を踏まえたキャリア教育を充実しというところが、

おそらくもう少しかみ砕かれて説明されるということが、重要なんだろうなと。ふるさとという言葉って、や

やもすると都会に対する対位法みたいなところがあるんですよね。田舎というような意味になるんだけれども、

これからの重要な視点としては、コミュニティを維持するという視点があるわけですよね。そうするとコミュ

ニティを維持するために、こういう仕事があるんですという視点で、こういうフェスティバルをシリーズ化し

ていくということも、今回の成功を踏まえて、考えられるんじゃないかなというふうに思いました。 

 そういう意味でちょっとお聞きしたいなと思ったのが、このパネルディスカッションで６社が、知っている

会社もあれば知らない会社もあるんですが、どういう視点でこれを選ばれたのかということは、ちょっとお聞

きしてもいいですか。 
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○下田課長 

 小中学校課のほうで数年前につくりました「ふるさと企業読本」というのがあります。これにつきましては

２００～３００近くの県内の企業についての情報で、中学校の職業調べであるとか、それから職業体験、職場

体験の参考にしていただきたい。それから小学生にもそういったことを知ってもらいたいというようなことで、

いろんな企業さんと連絡を取らせていただいて作成したものなんですが、その中から仕事内容であるとか、訪

問して「体験できます」という仕事の部分もありましたので、そこから一つの業種に偏らないように東・中・

西部で担当のほうが相談しながら、どこにするか絞っていきました。何社かに連絡させていただいて、快諾し

ていただいたところと詰めていったというところになります。ですので、農業とか食品というようなこと、そ

れから今の情報化社会というようなことで、株式会社であるとか、株式会社チュウブさんは芝を作っていらっ

しゃる会社です。東京オリンピックのときに、競技場の芝生をされたのもこのチュウブさんだということです

し、三光さんは廃棄物の処理のほうですし、サテライトコミュニケーションズネットのほうは、緊急時の広報

をテロップを全国のを一手に引き受けてしておられるということで、子どもたちに体験してもらうということ

と、様々な業種で、鳥取にはこんなお仕事もあるんだということを体験させてもらえるというようなものを選

びました。 

 

○中島委員 

 なるほど。わりとユニークさの視点でオンリーワンとまでは言わないけれど、ユニークである視点で選ばれ

たということですかねえ。 

 

○下田課長 

 子どもたちに、この企業について知ってもらいたいというようなこともありましたし、体験ができるという

のがポイントの一つだったかなと。 

 

○中島委員 

 それも一つのいい視点だと思うんですけど、コミュニティの特徴とか良さを知り、その中で出たり入ったり

する人もあってもいいんだけれど、コミュニティが持続的に発展するということを目指すために、子どもたち

にどういうインプットをしていくのかということを考えていくということですよね。この事業の趣旨というの

は。だからそういうふうに考えると、こういうふうにフェスティバルをするかどうかということは別として、

例えば農業のことを紹介しましょうとか、逆に医療とか専門職関係のこととか、スポーツ関係のことも紹介し

ましょうとか、例えばピアノで食っていくとしたらこうもできるんですよとか、芸術系で食っていくとしたら

こういうこともできるんですよというような感じで、限られた機会・時間・予算の中でなので、なにができる

かということは、あれなんですけども、いろんな形で幅広にコミュニティの中で生きていくには、自分らしい

生き方を実現するためには、実はコミュニティの中でもこれだけいろんな仕事ができるんですということ、都

会にいかなくてもできる仕事はあるんですということを伝えるということが重要なミッションになってくるの

かなあと思うので、その辺のところを少し、今後も考えていただけるといのかなあと思いました。 

 

○足羽教育長 

 ありがとうございます。そのほかいかがですか。 
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○森委員 

 今回生徒さんの発表についてですけど、とても発表がうまくいったというふうに話していただいたんですが、

それはどのようなサポートがあってですか？なぜうまくいったのかということを少しお伺いしたい。 

 

○下田課長 

 体験ツアーに参加するに当たり、「事後に経過・学び方との成果についてまとめていただいて提出いただきま

すよ」というようなことを事前にお知らせしておりました。ですので親子で参加ですので、保護者の方もその

趣旨を踏まえた上で参加していただいていたというようなことがあります。そして成果物につきましても、い

ろんな形の成果物があったんですが、プレゼンでまとめたり、夏休みの自由研究にも役立ててもらいたいとい

うのもありましたので、自由研究でまとめたものや、本にした子やレポートにした子やいろいろありました。

そんな中でこの３組の４名の子どもたちにつきましては、学校で使っている１台端末のタブレットを使って、

グーグルスライドでまとめていることを自分でしている子がいました。それから新聞のかたちでパソコンを使

ってまとめていて、それを拡大しながら発表したというかたち、西部の兄弟につきましては、弟のほうは

YouTube に上げ、それからお姉さんのほうは、パワーポイントで自分でつくりました。それから保護者のほう

は、子どもたちが自分の力でまとめるんだけれども、親子で一緒に体験していますので、そこで保護者の方の

助言なりがまとめる際にはあったと思いますので、より良い作品であったり、それから体験ツアーの当日、

我々担当者もいますので、そのときにしっかり発表していたり、体験ツアーの様子等も見ながら、この子だっ

たらしっかりしてくださるかなというような子も踏まえて、ちょっと候補者何名か募った上でお願いしてとい

うことで、保護者の方と連携して連絡を取りながら、こんなふうな発表をしてくださいねということで、やり

取りをしたということも、うまくいった要因だったかなということを思います。 

 

○森委員 

 ＣＭコンテストもおそらく良かったということで、やはり同じようになにか良かったことがあったと思うん

ですね。これを続けていかれるに当たって、それが良かったことが意外と次のハードルが高くなってしまうと

か、いろんなこともあると思うんです。なのでここを踏まえて、来年度以降ここをこういうふうにしたら良か

ったけれども、こういうふうにしたほうがいいんじゃないかとか、ちょっと逆に課題となるところもあるかと

思いますので。 

 それから発信推進事業と一番上に「ふるさととっとり、見る・聞く・体験魅力発見・発信推進事業」となっ

ていて、たぶん発信するということが非常にキーワードで重要なことかなと思っています。せっかくＣＭあた

りがいいものができていたら、どこでどんなふうに使うかということに関しては、県の中でも水平展開を市町

村を含めて使える機会があれば、しっかり出口を増やして出番があることで、また次に出られる方の意欲にも

繋がるでしょうし、もちろん民間も含めて、その出口との共存共栄というか、使い方の部分に関しては、しっ

かりいろいろ検討してみると、何かもっとそのことが力を発揮するんじゃないかなと感じました。 

 

○下田課長 

 ありがとうございました。発信したことをどのように広げていけるかということについて、いただいた意見

を参考に考えていきたいと思います。ありがとうございました。 
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○足羽教育長 

 各委員の皆様方から、貴重なご意見をいただいたなあと思います。鱸委員さんからありました知事部局も含

めて、いま若者のふるさとＵターン定住戦略のワーキングが立ち上がっています。どんどんと若者が県外に出

ていくこと、ここ正念場だという知事の認識でもございます。そういう意味で、このふるさとキャリア教育に

取り組んできた一つの成果発表は、知事部局も含めた大きな流れ、その意味では、松本委員のおっしゃった短

大あるいは看護大でなされるような部分も今度は巻き込みながら、一緒にこの中学生にとって、自分の将来の

姿が描けるようなそんな生き方を発見できるそんなフェスティバルにしていくことが必要だろうなと思います。

私も３年間このふるさとキャリア言い続けて、ほんとにどんどん浸透はして参りましたが、いま最後中島委員

さんのほうからわかりやすいふるさと教育とキャリア教育の在り方、さらに森委員さんからあったどこでどん

なふうに発信し続けていくか、この辺りがやはりこの単発のフェスティバルだけに終ってしまっているようで

はいけないなあと思っておりますので、いただいたご意見を次年度の大きな課題、取組の方向性にかえて、よ

りふるさとキャリア教育が県民の皆様方にしっかり浸透するように努めて参りたいというふうに思います。あ

りがとうございました。それでは報告につきましては、よろしいでしょうか。それでは残りの報告につきまし

ては、時間の都合により、説明を省略したいと思いますが、よろしいでしょうか。（同意の声。）はい、ありが

とうございました。それでは以上で報告事項を省略させていただきます。 

 その他、委員の皆様方のほうから、何かございましたらよろしくお願いします。いかがでしょうか。とくに

無いようでございましたら、本日の定例委員会は、これで閉会とさせていただきます。次回の定例教育委員会

は、いよいよ弥生３月、人事の時期を迎えます。３月１６日、土曜日になりますが、午前９時から定例教育委

員会定例の教育委員会を開催したいと思いますが、いかがでしょうか。各委員の皆様方とも大変お忙しいと思

いますが、３月は１６日、土曜日に定例教育委員会をよろしくお願いいたします。ありがとうございました。

それでは以上で本日の日程を終了いたします。 

 

 

 


